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（令和６年11月定例会）

特集 未来を見据えたまちづくりが動き出す！

裏表紙のインタビューもご覧ください



広報ながいずみ
令和６年８月号

令和５年度障害児通所給付事業延べ利用者数

6,170人

専門的な支援で 
子どもの育ちをサポート
障害児通所給付事業費�
� ２億8００万円

児童発達支援や放課後等デイサービスなど、障
害児通所サービス利用者数の増加に対応するた
め予算を増額。

質疑Pick up!  �事業所数や利用量も�
増加

問 　増加の要因は。
答 　サービスの利用人数が延べ4６６人増加
した。事業所数の増加とともにサービスの複数
利用も増加しているため、１人あたりの利用量
も増えている。

25,032㎡

学校整備用に新たに取得した土地面積

ついに始動 
長中長小新こども園 整備計画
学校施設等整備に係る事業計画検討業務�
� ３, ２００万円

令和６年度から令和７年度にかけて、旧不二精
機製造所跡地や長泉小学校、長泉中学校の敷地
を活用した学校施設などの整備計画を策定す
る。

質疑Pick up!  効率的な整備計画に
問 　具体的にはどのようなことを行うのか。
答 　令和６年８月の広報ながいずみで示した
案を含め、より有効な土地の活用について、専
門的な見地での検討を行う。

きっと・ずっと・もっと
「新しい学校施設に期待」

これからの時代に合った地域に優しく開放的でインク
ルーシブな明るい校舎が良いですね。そんな新校舎に
通わせられることを楽しみにしています。次代を担う
子どもたちの心と体が健やかに育つ学校施設を期待し
ます。� （下土狩　高橋さんファミリー）

＼議員が取材 People's Voice／

宮
口
議
員
に
よ
る

議
員
の
お
作
法 

▼ 

忙
し
い
中
、
仕
事
の
手
を
止
め
真
摯
な
対
応
の
事
務
局
に
感
謝
。
無
用
の
立
ち
寄
り
は
し
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
い
る
。
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耐震基準…�一定の強さの地震に対し、建物が受ける影響を最小化するために定められた基準。旧耐震基準は昭和
56年５月以前の基準を指し、新耐震基準は昭和56年６月から平成12年５月まで定められていた基準
を指す。

今
号
の
「
す
く
す
く
育
て
！
な
が
い
ず
み
キ
ッ
ズ
」
は
倉く
ら
田た�

穂ほ

岳だ
か
く
ん
（
下
土
狩
）

ぼくたちの未来、だいじょうぶ？

11月定例会では、県内で初めての試み

となった新耐震基準住宅への耐震化補

助制度創設のほか、学校施設などの整

備に向けた予算、完成が迫る鮎壺公園

運営のための条例などを審議しました。

ときには大きな投資も必要です。必要

なところに必要な対応がなされている

か？常に町民の視点に立ち、町の未来

を見据えながら審議しています。

  きっと・ずっと・もっと  「災害に強いまちに」
さまざまな理由で避難所に行くことができない町民が
いるので、とても良い事業ではあるが、経済的に耐震
化できない方への配慮
も必要である。
（下土狩
　　 下山さんご夫婦）

＼議員が取材 People's Voice／

ながいずみキッズ、大募集！
◀応募はこちらから

未来を見据えた
まちづくりが
� 動き出す！

長泉町耐震化率（平成30年度住宅土地統計調査）

県内初！ 
「新耐震基準」住宅にも耐震化補助
新耐震基準木造住宅耐震診断支援事業費�
� ３２万円�
新耐震基準木造住宅耐震補強計画及び耐震
補強工事事業費補助金� １２０万円

従来の「旧耐震基準」に加え、新たに「新耐震
基準」により建てられた木造住宅に対する耐震
診断や耐震補強工事などの補助を令和７年１月
からスタート。

質疑Pick up!  �目指すは在宅避難が�
可能な強い家

問 　新耐震基準の住宅に補助を拡大する理由
は。
答 　被災時においても在宅避難を可能にする
地震に強い家に主眼を置き制度設計を行った。

93.8％
「令和６年能登半島地震の建築物構造被害について」（国土交通省）より

能登半島地震　木造建築物耐震基準別被害状況
被害なし 軽微～中破 大破 倒壊・崩壊

旧耐震基準
426棟
12.5%

1,644 棟
48.2%

676棟
19.8%

662棟
19.4%

新耐震基準
237棟
26.5%

505棟
56.6%

103棟
11.5%

48棟
5.4%
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中継映像をcheck

杉
山
議
員
に
よ
る

議
員
の
お
作
法 

▼ 

議
会
に
臨
み
、
ま
ず
危
機
意
識
を
持
つ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

傍聴は議場で！スマホで！
「いつでも・だれでも」
議場は役場３階。傍聴したい方は議会ホームページで
予定を確認していただくか、議会事務局にお問合せ�
ください。� （℡０５５－９8９－５５２６）

議員

議案
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出
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山

　和
則

諮第 ５号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 180 号 長泉町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の
一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 181 号 長泉町税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 182 号
長泉町地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定
める条例及び長泉町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 183 号 長泉町都市公園条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 184 号 長泉町自転車駐車場条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 185 号 町道 732 号線電線共同溝整備工事請負契約の締結 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 186 号 令和６年度長泉町一般会計補正予算（第５回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 187 号 令和６年度長泉町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 188 号 令和６年度長泉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 189 号 令和６年度長泉町介護保険事業特別会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 190 号 令和６年度長泉町水道事業会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 191 号 令和６年度長泉町下水道事業会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 192 号 公の施設の指定管理者の指定（長泉町福祉会館・長泉町在宅福
祉総合センター） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 193 号 公の施設の指定管理者の指定（長泉町ワークプラザ） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 194 号 静岡地方税滞納整理機構規約の変更 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

承第 25 号 専決処分の報告及びその承認（令和６年度長泉町一般会計補正
予算（第４回）） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○は賛成、×は反対、議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ採決に参加します。

を可決17議案公開します
審議した議案と議員ごとの賛否

きっと・ずっと・もっと
「今後の議論に期待」

部活動地域移行後の対応が気になるため、今度傍聴に
行ってみたいと思います。これまでの議論の経過を中継
映像で確認できるのは便利ですね。学習室の拡充や高
校生・大学生への手当充実な
ど、今後の議論に期待します。
（竹原　近藤さんファミリー）

＼議員が取材 People's Voice／

議場・生中継には字幕ライブ配信も
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鮎壺公園有料貸し出しをcheck

いよいよ鮎壺公園が開園 
一部エリアの貸し出しで 
さまざまな活用に期待！
都市公園条例の改正

令和７年３月開園予定の鮎壺公園。キッチン
カーエリアや芝生広場など一部施設を有料で貸
し出すために必要な事項を定める。

質疑Pick up!  �使用料は他施設との�
バランスを重視

問 　施設使用料の金額設定の根拠は。
答 　周辺市町の状況調査を行い、他施設との
バランスなどを考慮しながら庁内の検討組織で
協議を重ね、決定した。

鮎壺公園面積

17,000㎡

約

  きっと・ずっと・もっと  「楽しい公園に」
鮎壺公園でイベントが開催されると子どもも喜ぶし、そこでの
交流も生まれるので楽しみです。友達と思いっきり遊ぶのも楽
しみにしています。� （下土狩　村橋さんファミリー）

＼議員が取材 People's Voice／

今回の整備で増加する駐車可能台数
下土狩駅・なめり駅東口あわせて

駅の利便性向上 
大型バイクも駐車可能に

自転車駐車場条例の改正

下土狩駅駅前広場改修工事・なめり駅東口駐輪
場改良工事にあわせ、駐車可能な車両を整理。
下土狩駅は新たに６台程度の自動二輪車の駐車
が可能になる。なめり駅東口第１自転車駐車場は
サイクルラックを設置し、駐車可能な車両を自転
車に限定することで混雑解消や安全確保を図る。

質疑Pick up!  �利用者にはチラシを�
配布

問 　現在のなめり駅東口は自転車以外の車両
も駐車されている状況にある。どのように周知
を図っていくか。
答 　町広報やSNSで周知を図るほか、なめり
駅東口駐車場については、場内への掲示や利用
者にチラシを配布することで周知を図っていく。

45台約

整備された下土狩駅自動二輪車無料駐車場
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答
弁

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
く

答
弁

当
該
シ
ス
テ
ム
を
更
改
し
、
閲
覧
整
備
を
検
討
す
る

問
　

各
種
支
援
策
の
う
ち
、
ひ
と
り

親
を
対
象
と
し
た
支
援
は
。

答
　

両
親
ま
た
は
片
親
を
亡
く
し
た

義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
養
育
す

る
保
護
者
に
対
し
、
所
得
状
況
に
よ

り
遺
児
手
当
な
ど
支
給
。
20
歳
未
満

の
児
童
を
養
育
す
る
所
得
税
非
課
税

世
帯
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し
、
医

療
費
助
成
。
そ
の
他
支
援
事
業
は
、

保
育
料
軽
減
、
放
課
後
児
童
会
利
用

者
負
担
金
軽
減
な
ど
が
あ
る
。
県
で

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
向
上

な
ど
を
目
的
に
児
童
扶
養
手
当
支
給
、

子
ど
も
が
高
校
や
大
学
な
ど
に
入
学

す
る
際
の
入
学
金
、
授
業
料
な
ど
の

貸
し
付
け
を
行
う
母
子
父
子
寡
婦
福

祉
資
金
貸
し
付
け
な
ど
が
あ
る
。

問
　

今
後
も
ひ
と
り
親
を
対
象
と
し

た
支
援
は
必
要
だ
が
見
解
は
。

答
　

ひ
と
り
親
家
庭
は
、
生
活
面
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る
場

合
も
あ
り
、
安
定
し
た
生
活
を
営

み
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、
各
種
支
援
を
県
と
と
も
に
今
後

も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

問
　

学
校
以
外
で
の
体
験
活
動
の
格

差
減
少
を
。

答
　

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る

「
ひ
と
り
親
家
庭
親
子
社
会
参
加
事

業
」
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
は
町

内
ジ
オ
サ
イ
ト
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る

な
ど
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
社
会
参
加

を
支
援
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、「
ひ
と
り
親
会
」
で
は
、
会

員
を
対
象
と
し
た
県
外
レ
ジ
ャ
ー
施

設
へ
の
親
睦
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
。

河
川
水
位
監
視
シ
ス
テ
ム

問
　

町
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
の
更
な

る
水
Ｄ
Ｘ
対
策
を
。

答
　

河
川
監
視
用
カ
メ
ラ
や
雨
量
観

測
装
置
の
情
報
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
公
開
す
る
こ
と
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
行
動
に
役
立

て
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
一
定
の
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
令
和
７
年

度
に
河
川
水
位
監
視
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
予
定
し
て
お
り
、
町
の
気
象
観

測
装
置
８
か
所
に
河
川
の
水
位
を
計

測
す
る
た
め
の
超
音
波
セ
ン
サ
ー
の

設
置
に
加
え
、
国
・
県
管
理
河
川
の

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
集
約

し
ク
ラ
ウ
ド
型
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
、

ラ
イ
ブ
画
像
・
河
川
水
位
・
河
川
水

位
変
化
グ
ラ
フ
を
管
理
し
、
必
要
に

応
じ
河
川
監
視
用
カ
メ
ラ
の
増
設
や

町
民
の
皆
さ
ん
が
河
川
の
水
位
監
視

情
報
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
る
よ
う
整
備
を
進
め
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ

問
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
各
配
慮
情
報
を
Ｗ
Ｅ

Ｂ
上
で
公
開
閲
覧
す
べ
き
で
は
。

答
　

公
開
に
対
す
る
作
業
が
煩
雑
な

た
め
現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
は
対
応
が

難
し
い
状
況
だ
が
、
シ
ス
テ
ム
を
更

改
す
る
こ
と
で
対
応
可
能
と
考
え
て

お
り
、
今
後
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ

の
作
成
に
取
り
組
む
。

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実
を

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

役立つ情報を掲載した冊子で説明する様子。ひとり親のニー
ズや要望を調査研究し、物心両面での支援強化を。

支援を必要とする
方へ的確なサポー
トと迅速な受付処
理、最速の支給決
定や送金対応、親
切丁寧な対応と
支援体制充実を。

内田 幸英議員の視点
子育て・教育
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町民の関心・議員の視点

一般質問
町のさまざまな課題などについて、議員が
自身の考えや提案も含めて町に考えを聞く
「一般質問」。
議員ごとの視点（着眼点）も見えてきます。

子育て・教育
内田議員　ひとり親家庭への支援の充実を

大沼議員　教育支援センターの利用状況は

くらし
内田議員　デジタル社会に応じた行政サービスの充実を

安田議員　オンデマンド交通実験の今後は

大沼議員　投票率向上に向けた取り組みを

まちづくり
堀内議員　ふるさと納税による減収の対応策は

杉森議員　ボランティアポイント制度の構築を

宮口議員　事業費膨大への対応は

防災
安田議員　溢水を防ぐ止水板の貸与や補助制度を

福田議員　災害用自動販売機を推進する考えは

堀内議員　命を守る「携帯トイレ」の備蓄増を

P.7

P.13

P.7

P.8

P.13

P.10

P.11

P.12

P.8

P.9

P.10

11月議会では７人が登壇

「あなたはどの視点に共感しますか？」

映像でも
見られます

6令和６年11月定例会
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答
弁

事
業
者
と
検
討
し
て
１
台
で
も
多
く
設
置
し
た
い

災
害
対
策
に
関
連
し
て

問
　

災
害
用
自
動
販
売
機
の
設
置
状

況
は
。

答
　「
緊
急
時
飲
料
提
供
ベ
ン
ダ
ー
」

の
設
置
状
況
は
、
役
場
２
台
、
健
康

公
園
３
台
、
体
育
施
設
な
ど
５
台
、

南
部
地
区
セ
ン
タ
ー
１
台
、
ベ
ル

フ
ォ
ー
レ
１
台
の
合
計
12
台
を
設
置

し
て
い
る
。

問
　

町
内
の
管
理
施
設
に
災
害
用
自

動
販
売
機
を
推
進
す
る
考
え
は
。

答
　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
る

災
害
時
に
飲
料
水
の
確
保
は
重
要
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
町
の
公
共
施
設

に
は
飲
料
製
品
を
無
償
提
供
す
る

「
緊
急
時
飲
料
提
供
ベ
ン
ダ
ー
」
の

設
置
に
努
め
て
い
る
。
事
業
者
の
自

販
機
設
置
は
営
利
を
伴
い
、
売
り
上

げ
な
ど
の
見
込
み
を
試
算
し
て
導
入

の
判
断
を
行
う
。
事
業
者
と
課
題
を

共
有
し
て
１
台
で
も
多
く
設
置
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

問
　

小
中
学
校
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
、
登
下
校
時
の
地
震
発
生
を

想
定
し
て
い
る
か
。

答
　

登
下
校
時
の
地
震
想
定
は
、
こ

れ
ま
で
統
一
的
な
対
応
で
は
な
か
っ

た
が
、
令
和
６
年
８
月
に
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
が
発
令
さ
れ
た
際

の
対
応
を
保
護
者
に
周
知
す
る
こ
と

に
併
せ
て
児
童
・
生
徒
に
登
下
校
時

に
は
命
を
守
る
一
次
避
難
行
動
の

後
、
自
宅
や
学
校
な
ど
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
あ
る
場
所
へ
の
移
動
を
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問
　

見
守
り
活
動
を
行
う
地
域
団
体

と
協
力
し
て
、
防
災
教
室
や
通
学
路

の
点
検
な
ど
の
意
味
を
子
ど
も
た
ち

に
自
覚
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

答
　

小
学
校
で
は
、
交
通
安
全
リ
ー

ダ
ー
が
見
つ
け
た
通
学
路
の
危
険
個

所
に
つ
い
て
、
自
分
た
ち
が
注
意
す

る
こ
と
や
町
へ
の
要
望
を
考
え
る
学

習
を
行
い
、
そ
の
後
、
交
通
安
全
に

携
わ
る
関
係
者
を
招
い
た
発
表
会
で

自
分
の
言
葉
で
伝
え
、
意
見
を
も
ら

う
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
交
通
安
全

へ
の
意
識
を
高
め
て
い
る
。
今
後
、

こ
の
会
に
お
い
て
通
学
途
中
の
地
震

発
生
に
よ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊

が
起
き
そ
う
な
危
険
個
所
な
ど
の
確

認
も
し
て
い
き
た
い
。

問
　

震
災
で
子
ど
も
が
被
害
を
受
け

る
と
学
校
の
防
災
責
任
が
問
わ
れ
て

い
る
が
対
応
は
。

答
　

町
で
は
文
部
科
学
省
の
防
災
教

育
の
狙
い
を
基
に
、
小
学
校
で
は
２

カ
月
に
１
回
、
中
学
校
で
は
年
間
３

回
程
度
実
施
す
る
避
難
訓
練
を
通
し

て
、
そ
の
場
の
状
況
を
自
分
で
判
断

し
、
行
動
す
る
力
を
高
め
て
お
り
、

訓
練
後
に
自
身
の
行
動
の
振
り
返
り

や
、
登
下
校
中
や
放
課
後
の
生
活
場

面
で
被
災
し
た
場
合
の
対
応
、
家
庭

で
の
備
蓄
品
に
つ
い
て
も
考
え
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
。

問
　

第
５
次
総
合
計
画
で
の
自
主
防

災
組
織
と
民
生
委
員
と
の
連
携
を

ベ
ー
ス
と
し
た
要
配
慮
者
支
援
対
策

の
強
化
と
は
。

答
　

自
主
防
災
組
織
と
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
連
携
し
災
害
が
発
生
し

た
際
に
配
慮
や
支
援
が
必
要
な
高
齢

者
、
障
が
い
者
な
ど
の
安
否
確
認
や

避
難
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
個
別
計

画
を
作
成
し
、
日
頃
か
ら
情
報
を
共

有
し
て
い
る
。

災
害
用
自
動
販
売
機
を
推
進
す
る
考
え
は

地震などの災害発生時に、自販機の中の飲料を、被災者へ
無償で提供する自販機。

震災に対する対策
として、いつでも、
どこにいても対応
する必要がある。
子どもにも、要配
慮者にも避難訓練
が大切だ。

福田 明議員の視点
防災
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を
進
め
る

答
弁

令
和
７
年
度
は
有
料
で
３
か
月
程
度
実
証
運
行
予
定

小
規
模
河
川
の
氾
濫

問
　

森
林
保
全
の
た
め
、
森
林
環
境

譲
与
税
の
使
わ
れ
方
は
。

答
　

配
分
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税

は
他
市
町
と
比
べ
て
少
額
で
あ
る

が
、
森
林
整
備
の
計
画
書
に
基
づ
く

森
林
の
伐
採
、
林
道
整
備
の
事
業
費

の
一
部
、
園
児
へ
の
間
伐
体
験
、
公

共
施
設
の
一
部
木
材
利
用
の
た
め
の

基
金
な
ど
の
積
立
に
活
用
し
て
い

る
。

問
　

令
和
６
年
大
雨
に
よ
る
警
報
が

出
た
日
数
と
雨
量
は
。

答
　

大
雨
警
報
の
発
表
と
、
時
間
雨

量
30
ミ
リ
を
越
え
た
日
数
は
同
日
５

日
間
で
あ
り
、
特
に
11
月
２
日
の
１

時
間
の
降
水
量
は
、
役
場
庁
舎
に
設

置
し
て
い
る
雨
量
計
で
74
・
５
ミ
リ

を
観
測
し
、
令
和
６
年
中
で
は
最
大

降
水
量
を
記
録
し
た
。

問
　

河
川
が
改
修
さ
れ
る
ま
で
、
溢

水
を
防
ぐ
止
水
板
の
貸
与
や
補
助
制

度
を
。

答
　

止
水
板
の
設
置
に
伴
い
見
切
工

事
や
土
間
工
事
が
必
要
と
な
る
場
合

や
、
家
庭
用
の
幅
70
㎝
の
止
水
板
で

数
万
円
す
る
こ
と
か
ら
早
期
に
配
備

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
河
川

改
修
に
は
相
当
の
期
間
と
事
業
費
が

必
要
に
な
る
た
め
、
被
害
が
あ
っ
た

箇
所
を
中
心
に
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
設
置
に
向
け
地
域
の
方
々

と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

公
共
交
通
の
課
題

問
　

８
月
に
行
っ
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
実
験
の
利
用
状
況
は
。

答
　

一
か
月
の
利
用
状
況
は
運
行
９

４
２
回
、
延
べ
利
用
人
数
１
７
０
８

人
、
一
日
当
た
り
の
乗
車
人
数
は
平

均
約
55
人
、
６
割
が
乗
り
合
い
運
行

で
あ
っ
た
。
よ
く
使
わ
れ
た
停
留
所

は
、
楽
寿
園
前
、
三
島
駅
北
口
、
ク

リ
エ
イ
ト
竹
原
店
、
下
土
狩
駅
前
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

問
　

課
題
と
今
後
は
。

答
　

県
の
補
助
が
あ
る
令
和
７
年
度

は
、
有
料
で
３
か
月
程
度
の
実
証
運

行
を
行
い
た
い
。
令
和
７
年
度
の
結

果
を
踏
ま
え
、
費
用
対
効
果
を
勘
案

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
状

況
と
併
せ
て
公
共
交
通
の
仕
組
み
を

考
え
た
い
。
予
約
が
取
り
づ
ら
い
状

況
の
改
善
は
今
後
、
有
料
化
の
際
に

は
利
用
者
は
減
少
す
る
と
想
定
さ

れ
、
ま
た
停
留
所
の
選
定
も
改
め
て

検
討
す
る
。

問
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
の
問
題
点
は
。

答
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
利
用

回
数
を
把
握
し
た
い
場
合
は
、
役
場

窓
口
と
南
部
地
区
セ
ン
タ
ー
で
確
認

可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
端
末
は
２
５

０
台
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
貸
与
し
て

お
り
、
予
約
が
困
難
で
あ
る
の
は
タ

ク
シ
ー
業
界
共
通
の
課
題
で
あ
る
運

転
手
不
足
と
考
え
ら
れ
る
。

溢
水
を
防
ぐ
止
水
板
の
貸
与
や
補
助
制
度
を

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
実
験
の
今
後
は

門の川から溢れている水が敷地内に入り11月２日６時半�
過ぎに被害状況を撮影した写真。

溢れる河川の早期
改修を。被害を受
けている町民は困
っています。土の
うでしたらみなさ
ん既に用意してあ
ります。

安田 三津子議員の視点

「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問
防災
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答
弁

先
進
自
治
体
状
況
も
参
考
に
調
査
研
究
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を

問
　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
今

後
の
計
画
は
。

答
　

高
齢
者
の
生
活
支
援
や
介
護
予

防
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
お
り
、
日
常
生
活

に
お
け
る
支
援
内
容
を
増
や
す
取
り

組
み
や
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た

通
い
の
場
や
生
活
環
境
の
維
持
な
ど

を
目
的
と
し
た
活
動
の
促
進
に
努
め

る
こ
と
で
、
地
域
の
支
え
合
い
体
制

を
推
進
し
た
い
。

問
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
安
心

し
て
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
負
担
軽
減
に
繋
が
る
こ
と
を
目

的
に
、
活
動
の
見
直
し
、
体
制
や
仕

組
み
づ
く
り
の
支
援
を
。

答
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
定
数

充
足
に
向
け
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
よ
り
委
員
の
負

担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
、
必
要

最
小
限
の
範
囲
内
で
の
活
動
を
お
願

い
し
つ
つ
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
の
組
織
に
お
い
て
も
、
よ
り

地
域
の
見
守
り
や
相
談
が
し
や
す
い

体
制
づ
く
り
の
強
化
に
努
め
る
。

問
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
気
軽

に
打
合
せ
で
き
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
　

福
祉
会
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ル
ー
ム
が
そ
れ
に
該
当
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー

ム
は
３
部
屋
あ
り
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
っ
て

い
る
個
人
ま
た
は
団
体
で
あ
れ
ば
無

料
で
利
用
で
き
る
施
設
で
、
利
用
に

あ
た
っ
て
は
登
録
が
必
須
の
た
め
、

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ル
ー
ム
の
利
用
を
含
め
積
極

的
に
周
知
し
た
い
。

当
町
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
を

問
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
を

図
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ッ
チ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
、
町
内
外
へ
さ
ら
な
る
情

報
発
信
の
展
開
を
。

答
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
は
、
能
登
半
島
地
震
の
際

に
支
援
物
資
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調

整
な
ど
災
害
支
援
の
た
め
の
情
報
を

被
災
地
に
負
担
や
時
間
を
か
け
ず
に

整
理
、
共
有
で
き
、
速
や
か
な
支
援

を
実
現
で
き
た
と
い
う
事
例
も
あ
る

た
め
、
今
後
の
活
用
は
先
進
事
例
を

参
考
に
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
に
調

査
研
究
を
進
め
た
い
。

問
　

全
国
で
は
厚
労
省
老
健
局
が
進

め
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
導
入
・
運
用
を
展
開
し
て
い

る
自
治
体
の
事
例
が
あ
る
。
Ｄ
Ｘ
活

用
で
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
、
子
育
て
ポ

イ
ン
ト
、
高
齢
者
福
祉
も
含
め
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
の
デ
ジ
タ
ル

化
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
構
築
を
進
め
、

長
泉
町
ら
し
い
先
進
モ
デ
ル
の
展
開

を
。答

　

町
で
は
住
民
の
皆
様
に
主
体
的

に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
で

生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
が
続
け
ら

れ
る
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
が
有
効
な
施
策
と
見
込
ま

れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
導
入
も
視
野

に
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
今
後
、

先
進
自
治
体
の
実
施
状
況
も
参
考
に

調
査
・
研
究
し
た
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
構
築
を

町内登録のボランティア団体が参加しいずみの郷で開催さ
れた「長泉町ボランティアフェスティバル」

人口構造の変化に
より、福祉、子育て、
環境、防災、文化
などまちづくりの
分野が広がり解決
すべく、課題も複
雑化している。

杉森 賢二議員の視点
まちづくり
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

特
産
品
の
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い
く

答
弁

備
蓄
の
有
効
性
・
必
要
性
を
周
知
、
啓
発
し
た
い

問
　

ふ
る
さ
と
納
税
が
始
ま
っ
て
15

年
と
な
る
。
特
産
品
の
生
産
性
の
向

上
な
ど
、
返
礼
品
の
対
応
策
は
。

答
　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
人
口

減
少
な
ど
、
農
業
経
営
は
厳
し
い

状
況
下
に
あ
り
、
生
産
量
の
維
持
・

確
保
に
努
め
て
お
り
、
返
礼
品
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ

た
。
し
か
し
近
年
、
農
業
法
人
を
立

ち
上
げ
、
年
間
を
通
じ
て
、
特
産
品

を
生
産
す
る
体
制
の
構
築
や
「
就
農

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
」
の
研
修

修
了
者
が
約
７
千
㎡
の
農
地
を
耕

作
し
、
本
格
就
農
に
移
行
す
る
な

ど
、
新
た
な
担
い
手
が
生
ま
れ
始
め

て
い
る
。
ま
た
、
提
供
で
き
る
時
期

や
数
量
に
制
限
は
あ
る
が
、「
四
ツ

溝
柿
」
と
「
長
泉
メ
ロ
ン
」
を
総
務

省
に
返
礼
品
の
申
請
を
行
う
ほ
か
、

「
Ｂ
級
品
」
を
活
用
し
た
加
工
品
を

認
定
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
な
げ
有
効
活
用

す
る
な
ど
、
税
収
の
減
少
を
少
し
で

も
抑
え
る
た
め
、
返
礼
品
で
の
活
用

を
研
究
し
て
い
る
。

問
　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
い
か
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
　

社
会
現
象
に
も
な
る
状
況
下

で
、
制
度
改
正
の
動
き
が
現
時
点
で

見
ら
れ
な
い
中
、
税
の
流
出
が
町
税

の
減
収
に
つ
な
が
る
と
い
う
正
確
な

情
報
を
町
民
に
伝
え
、
意
識
啓
発
に

努
め
、
現
地
体
験
型
ふ
る
さ
と
納
税

の
周
知
や
新
た
な
返
礼
品
に
よ
る
減

収
抑
制
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国

に
対
し
制
度
の
不
備
を
継
続
的
に
要

望
し
て
い
る
。

問
　

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
と
し

て
、
人
間
の
尊
厳
や
命
に
か
か
わ
る

「
ト
イ
レ
問
題
」
が
顕
著
化
し
た
。

国
に
よ
る
支
援
で
「
仮
設
ト
イ
レ
」

が
整
備
さ
れ
る
ま
で
に
４
日
程
か
か

り
、
３
日
間
は
簡
易
ト
イ
レ
や
携
帯

ト
イ
レ
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

ト
イ
レ
不
足
は
、
飲
食
を
控
え
る
行

動
へ
と
つ
な
が
り
、
体
力
の
消
耗
や

水
分
不
足
に
よ
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候

群
な
ど
災
害
関
連
死
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
る
。
携
帯
ト
イ
レ
は
、
自
宅

の
ト
イ
レ
で
も
利
用
で
き
、
普
段
の

生
活
に
近
い
形
で
ト
イ
レ
が
使
用
で

き
る
。
町
で
の
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄

増
の
考
え
は
。

答
　

現
在
、
町
で
は
５
万
４
５
０
０

枚
を
備
蓄
し
て
い
る
。
各
区
の
自
主

防
災
会
の
中
で
は
、
携
帯
ト
イ
レ
の

備
蓄
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
今
後
、
各
種
訓
練
に
お
け
る
備

蓄
品
の
啓
発
に
お
い
て
、「
携
帯
ト

イ
レ
」
の
有
効
性
・
必
要
性
を
周
知

し
た
い
。

公
民
館
の
防
災
備
品
の
充
実
を

問
　

一
時
的
に
避
難
所
と
さ
れ
る
公

民
館
に
お
い
て
、
地
域
に
よ
っ
て
防

災
備
蓄
品
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

町
の
対
応
策
は
。

答
　

各
区
の
自
主
防
災
会
が
災
害
リ

ス
ク
を
考
慮
し
た
上
で
、
町
の
自
主

防
災
対
策
事
業
補
助
金
な
ど
を
活
用

し
、
計
画
的
に
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

自
主
防
災
会
会
議
な
ど
で
、
備
蓄
品

整
備
の
助
言
・
支
援
を
行
い
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
減
収
の
対
応
策
は

命
を
守
る
「
携
帯
ト
イ
レ
」
の
備
蓄
増
を

特産品にこだわらない返礼品の確保を

安定した財源確保
のためにも、行政
は独自の創意工夫
をするべきだ。

堀内 浩議員の視点

「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問
まちづくり
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選挙割…飲食店などが企画する、投票済証明書を持参した方に割引や特別サービスを提供するという試み。

答
弁

移
動
期
日
前
投
票
所
を
検
討
す
る

答
弁

10
月
末
現
在
16
人
が
利
用
登
録
し
て
い
る

問
　

町
内
で
投
票
所
入
場
券
の
配
布

に
遅
延
が
無
か
っ
た
か
。

答
　

10
月
11
日
に
郵
便
局
に
届
け
、

17
日
ま
で
に
配
達
は
完
了
し
た
が
、

期
日
前
投
票
は
16
日
か
ら
始
ま
っ
て

い
た
。

問
　

投
票
所
入
場
券
配
布
の
遅
延
は

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
る
が
。

答
　

期
日
前
投
票
の
初
日
、
２
日
目

は
投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
な
い
選

挙
人
が
来
場
し
た
が
、
本
人
確
認
の

上
、
問
題
な
く
投
票
し
て
い
た
だ
い

た
た
め
、
掲
載
の
必
要
は
な
い
と
判

断
し
た
。

問
　

今
回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の

投
票
率
。
ま
た
、
そ
の
評
価
を
伺
う
。

答
　

投
票
率
は
59
・
95
％
と
な
っ
て

お
り
、
短
期
間
で
の
選
挙
啓
発
と

な
っ
た
が
、
令
和
３
年
の
衆
議
院
議

員
総
選
挙
の
57
・
42
％
を
上
回
る
投

票
結
果
と
な
っ
た
。

問
　

町
内
で
選
挙
割
を
実
施
し
て
い

る
店
舗
数
は
。

答
　

ス
ー
パ
ー
５
店
舗
、
家
電
量
販

店
１
店
舗
で
実
施
し
た
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。

問
　

投
票
所
の
雰
囲
気
は
緊
張
し
無

効
票
を
出
し
や
す
い
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流

し
、
緊
張
を
和
ら
げ
る
取
り
組
み
を
。

答
　

県
内
で
も
導
入
市
町
は
少
数
で

あ
り
、
導
入
に
は
慎
重
な
対
応
が
必

要
。問　

移
動
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を
。

答
　

令
和
７
年
度
予
算
に
合
わ
せ
て

実
施
の
有
無
を
検
討
し
て
い
る
。

問
　

県
教
育
委
員
会
は
県
内
の
不
登

校
児
童
・
生
徒
は
小
学
校
４
６
７
９

人
、
中
学
校
６
８
４
５
人
と
１
万
人

を
超
え
た
と
発
表
し
た
。
町
内
公
立

小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
の

傾
向
は
。

答
　

各
学
校
が
捉
え
て
い
る
不
登
校

の
理
由
と
し
て
、
無
気
力
で
な
ん
と

な
く
登
校
し
な
い
、
登
校
の
意
思
は

あ
る
も
の
の
漫
然
と
し
た
不
安
を
覚

え
登
校
で
き
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が

高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
。

問
　

令
和
６
年
度
、
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
居
場
所
と
し
て
開
設
し
た
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
い
ず
み
教
室
」

の
利
用
状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

答
　

利
用
登
録
し
て
い
る
児
童
・
生

徒
数
は
、
10
月
末
現
在
で
16
人
、
１

日
当
た
り
の
平
均
利
用
人
数
は
５
・

５
人
で
あ
り
４
月
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
通

う
子
も
い
れ
ば
、
通
い
始
め
て
間
も

な
い
子
、
週
の
中
で
学
校
と
い
ず
み

教
室
を
交
互
に
通
う
子
な
ど
利
用
状

況
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
教
室
の
開

設
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
家
か
ら
出
ら

れ
な
か
っ
た
子
が
自
宅
か
ら
出
て
、

学
習
や
指
導
員
と
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、

体
験
活
動
を
通
し
て
、
指
導
員
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
今
後
子
ど
も
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
保
護
者

同
士
の
悩
み
の
共
有
の
場
に
し
た
い
。

問
　

県
教
委
が
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ク
ー

ル
を
開
設
す
る
が
。

答
　

学
校
を
通
じ
て
、
該
当
す
る
子

ど
も
た
ち
へ
情
報
を
伝
え
て
あ
る
。

投
票
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
は

移動期日前投票所の設置に向けた検討を

選挙の投票率の低
さが全国的な問題
になっている。投
票率の向上に向け
移動投票所の設置
を。

大沼 正明議員の視点
くらし
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

事
業
の
見
直
し
で
計
画
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
る

今
後
の
財
産
運
営

問
　

こ
の
先
、
少
子
高
齢
化
の
な

か
、
事
業
費
の
膨
大
が
予
想
さ
れ
る

が
対
応
は
。

答
　

公
共
施
設
の
必
要
性
の
再
検
証

や
資
産
整
理
、
財
政
運
営
の
検
証
機

能
を
構
築
す
る
。

期
待
高
ま
る
下
土
狩
駅
前
広
場

問
　

令
和
７
年
３
月
が
完
成
予
定
だ

が
予
定
通
り
か
。
緑
化
の
た
め
の
植

栽
や
ロ
ー
タ
リ
ー
内
進
行
方
向
に
移

動
可
能
な
植
栽
な
ど
立
体
的
な
誘
導

サ
イ
ン
は
。

答
　

現
在
、
工
事
の
大
部
分
が
完
了

し
令
和
６
年
12
月
に
供
用
開
始
の
見

込
み
で
あ
る
。
照
明
灯
５
基
を
使
用

し
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
新
設

す
る
ほ
か
、
移
動
式
大
型
プ
ラ
ン

タ
ー
に
サ
ル
ス
ベ
リ
を
植
樹
し
緑
化

を
図
る
。
誘
導
サ
イ
ン
は
駅
利
用
者

の
錯
誤
な
ど
が
多
い
場
合
に
は
矢
印

板
や
プ
ラ
ン
タ
ー
を
使
っ
た
仕
切
り

な
ど
設
置
を
検
討
す
る
。

悪
質
犯
罪
へ
の
対
策
強
化
を

問
　

闇
バ
イ
ト
な
ど
凶
悪
強
盗
が
多

発
、
啓
発
や
対
応
は
。
ま
た
、
道
路

分
岐
点
に
防
犯
カ
メ
ラ
増
設
で
防
犯

強
化
を
。

答
　

同
報
無
線
や
緊
急
メ
ー
ル
配
信

シ
ス
テ
ム
、
町
公
式
ラ
イ
ン
、
各
種

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
注
意
喚
起
を
図
る
。

犯
罪
や
不
審
者
な
ど
の
抑
止
効
果

や
、
事
件
の
解
決
に
効
果
が
あ
る
防

犯
カ
メ
ラ
は
警
察
署
と
連
携
し
な
が

ら
増
設
を
進
め
る
。

学
校
建
て
替
え
構
想

問
　

人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
る
中
、

小
中
一
貫
校
な
ど
長
小
・
長
中
の
学

校
施
設
建
て
替
え
構
想
は
。

答
　

整
備
に
係
る
事
業
計
画
策
定
に

向
け
、
先
行
し
て
詳
細
な
児
童
生
徒

数
を
把
握
す
る
た
め
推
計
を
行
い
、

こ
の
数
を
基
に
よ
り
専
門
的
な
見
地

を
踏
ま
え
令
和
６
年
度
よ
り
令
和
７

年
度
に
か
け
て
計
画
を
策
定
す
る
。

小
中
一
貫
校
は
２
校
が
大
規
模
校
で

あ
る
こ
と
か
ら
難
し
い
と
考
え
る
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

問
　

予
約
管
理
、
事
故
防
止
、
人
員

な
ど
受
け
入
れ
は
可
能
か
。

答
　

令
和
８
年
度
か
ら
の
新
た
な
給

付
制
度
で
、
制
度
に
係
る
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
に
基
づ
く
条
例

制
定
が
必
要
で
あ
る
。
令
和
７
年
度

に
は
受
け
入
れ
枠
確
保
の
た
め
、
中

央
保
育
園
２
階
を
改
修
す
る
と
と
も

に
、
保
育
士
確
保
な
ど
を
行
い
、
令

和
８
年
３
月
か
ら
の
先
行
実
施
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
く
。

都
市
計
画
道
路
の
進
捗
は

問
　

高
田
上
土
狩
線
や
沼
津
三
島
線

な
ど
道
路
整
備
の
完
成
と
延
長
は
ど

こ
ま
で
目
指
す
の
か
。

答
　

高
田
上
土
狩
線
の
町
道
７
３
２

号
線
か
ら
沼
津
三
島
線
の
区
間
は
令

和
７
年
度
末
供
用
開
始
に
向
け
施
工

中
で
あ
る
。
路
線
の
整
備
効
果
を
向

上
さ
せ
る
た
め
高
田
上
土
狩
線
を
さ

ら
に
南
へ
延
伸
し
、
三
島
富
士
線
ま

で
接
続
で
き
る
か
可
能
性
を
調
査
・

検
討
し
て
い
る
。

事
業
費
膨
大
へ
の
対
応
は

令和６年12月に完成した下土狩駅前広場

長泉の玄関口とな
る下土狩駅前広場。
令和７年３月に供
用開始される鮎壺
公園への動線によ
るにぎわいにも期
待する。

宮口 嘉隆議員の視点

「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問
まちづくり
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スマホでも読めます

No.2122 0 2 4 . 1 1 . 1（令和６年９月定例会）

特集 令和 5年度決算から未来を読み解く !

裏表紙のインタビューもご覧ください

期待して
います

助かり
ました

教育施設
整備

育成に
力を

学校の支援員さんには低学
年の時大変お世話になって
いました。集団生活の中で
の困りごとは担任の先生に
伝えられないことでも、支

援員さんには伝えられることが多くありまし
た。助かりました。（30代）

学校支援員の配置、安心し
て低学年時代を過ごせまし
た。最近は不登校のお子様
も多いと聞きます。そのサ
ポートをする機関や場所の

周知、サポーターの育成に更に力を入れてほ
しいです。（心の休まらない親も激務の先生
もサポートできるといいですね）（50代）

クイズのこたえと、住所・氏名・年齢・電話番号、
議会だよりへの感想を書いて、❶❷❸いずれかで
お送りください。

❶はがき　〒411-8668　長泉町中土狩828番地
　　　　　長泉町議会　広報広聴常任委員会宛

❷ FAX�
　055-986-5905

❸応募
　フォーム

わたしも一言
読んだ・わかった・考えた 議会だよりNo.212「わが町たんけんクイズ」

への応募は 124 件で、議会だよりへの感想
や町への「ひと言」も多数いただきました。
皆さんは、どう考えますか？

No.212 は
こちらから読めます

ヒント…日本に初めてロータリークラブを設立した梅吉の業績
を称え建てられた記念館。隣接の「〇山文庫こども図
書館」は地域の交流の場として利用されています。

151 回目！
きっと・ずっと・もっと！わが町 "発見 "クイズ

「〇山梅吉記念館」

ここ！

応募して
みませんか

締切は２/28（金）消印有効
※当選は商品の発送をもってかえさせていただきます

◆前回のこたえは パ ークゴルフ場でした。
　（応募 124通・正解 122通）

補正予算の項目で、なめり
駅の駐輪場拡大の施策があ
りましたが、大賛成です。
よく使っているので、混雑
解消につながってほしいで

す。長泉は治安が良いので、自転車を盗まれ
る可能性は低いと思いますが、この対応も検
討していただきたいです。（10代）

15 2025.2.1発行
長泉町議会だより［�みらいずみ�］No.213

あなたの声をまちづくりへ
　　  　議会報告会 みらいずみトーク
11月16日（土）に議会報告会「みらいずみトーク」を開催！議会だよりリニューアルや
SNSを活用した情報発信のほか、公共交通の充実や学校施設整備に向け行った調査、旧
不二精機製造所跡地取得に関する議会の取り組みなど、幅広いテーマについて報告・意
見交換を行いました。
議員にとって「聴く力」はとても大切だと考えます。今後も未来のためさまざまな形で
町民の声に耳を傾け、まちづくりに生かしていきます。

議会報告会の様子をcheck ！

▶▶▶今後の一般質問や委員会
調査などでまちづくりに反映！

町民からはこんな声が
旧不二精機製造所跡地取得の経緯がわかった。
時代の変化に柔軟に対応できる学校を整備し
てほしい。

議会だよりがリニューアルして手に
取りやすくなった。
議員が直接取材をしているのが良い。

コミュニティバスの本数が少ないと感じてい
たが、これまでの町の取り組みや議会の働き
かけがわかった。今後に期待したい。
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次の定例会は
３月３日（月）開会予定
審議日程や議案一覧などは２月 25日ごろホームページに掲載予定

長泉町議会

発行：静岡県駿東郡長泉町議会
（発行責任者　議長　下山和則）
〒411-8668
静岡県駿東郡長泉町中土狩 828
TEL.055-989-5526
FAX.055-986-5905
gikai@town.nagaizumi.lg.jp

編集：広報広聴常任委員会
委 員 長　堀内　　浩
副委員長　安田三津子
委　　員　植松英樹・杉森賢二
　　　　　福田　明・若林　徹
　　　　　石川美穂・内田幸英

Editor’s note
きっと・ずっと・もっと
いよいよ開園予定の鮎壺公園。楽
しみですね。きっと・もっと魅力
ある長泉に。議会報告会はずっと
住み続けたいと思える町へ！とい
う思いで開催いたしました。これ
からも誇りの持てる長泉に。世界
一小さな公園ギネス認定にも期待。
� （石川美穂）

高齢者や視覚の弱い方にも配慮した
ユニバーサルデザインフォントを 
使用しています

▲議会だよりがアプリで読める！
　「マチイロ」で検索

渡邉さん親子（南一色）

上の子どもが９歳になるので、長泉町に住んで９年目になります。
子育ての町のイメージどおりたくさんの公園があり、いろいろな施
設が充実していると感じます。以前は小山町に住んでいましたが、
長泉町は買い物もしやすく住みやすく便利です。東名高速道路や
新東名高速道路、新幹線の駅も近く交通の便も良いと思います。
これからも子育て世代を大事にしていただけるとうれしいです。

No.213
2 0 2 5 . 2 . 1

（令和６年 11 月定例会）

議会のこと、届けます

フォローはこちらから
Instagram Facebook

Instagram・Facebook
やっています

＼議員が取材／
今号の表紙のひと
interview

桃沢幼稚園
お茶会 編

長く続いているシンボルツリー「あけぼの杉」のある桃沢幼稚園のお茶会。
緊張の私たち取材者と保護者とは相反して園児は日頃のおけいこの成果を出
しきり誇らしげでした。お茶の先生と幼稚園教諭の園児を見守るやさしいま
なざしが印象に残りました。通わせたいと思える幼稚園です。
� （取材…安田議員・内田議員）

Gikai-voice

Gikai  information

＼長年の功績がたたえられ、受賞！／

元町議会議員 土屋�誠 様が
静岡県知事表彰を受賞され
ました！

静岡県町村議会から表彰�
されました！
議員19年� 植松�英樹�議員
� 宮口�嘉隆�議員
� 井出�春彦�議員
議員11年� 大沼�正明�議員


